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1 はじめに 

1.1 フロン類算定漏えい量報告・公表制度報告書作成支援ツールについて 

フロン類算定漏えい量報告・公表制度報告書作成支援ツール（以下「本ツール」といいま

す。）は、フロン類の使用の合理化及び管理の適正化に関する法律（以下「フロン排出抑制

法」といいます。）に基づく、フロン類算定漏えい量報告・公表制度において、フロン類の

漏えい量を報告する義務がある事業者（特定漏えい者）に対して、フロン排出抑制法の漏え

い量等報告書の作成を支援するためのツールです。報告対象となり得る全ての事業者が使

用できます。 

本ツールでは、書面にて提出する報告書が作成できるほか、フロン法電子報告システムを

利用して提出するための電子ファイルを作成することができます。また、本ツールは複数の

事業所が入力した情報を集約することも可能であるため、各事業所で役割分担をして入力

を行うこともできます。 

 

1.2 推奨動作環境 

本ツールの推奨動作環境は次に示すとおりです。 

 

OS Windows 7 以降 

ハードウェア

スペック 

CPU：1 ギガヘルツ (GHz) 以上 

メモリ：1 ギガバイト (GB) RAM 以上 

モニタ解像度：WSGA 以上 

ソフトウェア Microsoft Excel 2007 以降 

 

1.3 ご利用登録について 

報告書作成支援ツール ver.2.2 以降の版では、ツールの更新や脆弱性等の問題が発覚し

た際の連絡手段の確保並びに報告書作成支援ツールの改良に向けた利用者情報の分析・調

査を実施するため、ご利用になるご担当者様の情報を登録いただいております。 

担当者交代によりご連絡先が変更になった場合には、新しいご担当者様のご連絡先（氏名、

所属、電話番号、メールアドレス）をヘルプデスク（furon-helpdesk@mri.co.jp）宛にご

連絡をいただくようお願いいたします。 

また、報告書作成支援ツールを使用しなくなる等登録解除を希望される場合にも、ヘルプ

デスクまでご連絡をお願いします。その際、ダウンロードされた報告書作成支援ツールは必

ず削除いただくようお願いいたします。削除せずに登録を解除した場合、適切なサポートを

実施できなくなります。 
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1.4 本ツールをお使いになる前に 

本ツールでは Excel マクロを使用しています。Excel のセキュリティレベルによっては

マクロが正常に機能しない場合がありますので、下記の手順でマクロの設定を有効にして

からお使いください。 

 

1. Excel の「ファイル」メニューから「オプション」を選択し、Excel のオプション画

面を開きます。 

 

 

  

オプションを選択

します。 
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2. Excel のオプション画面から「セキュリティセンター」を選択し、「セキュリティセ

ンターの設定」をクリックします。 

 

 

 

3. セキュリティセンターの画面から「マクロの設定」で、「警告を表示してすべてのマ

クロを無効にする」を選び、「OK」をクリックします。 

 

 

 

4. Excel を保存せずに終了し、再度ファイルを開きます。 

 

セキュリティセンタ

ーを選択します。 セキュリティセンターの

設定をクリックします。 

マクロの設定を選択

します。 

「警告を表示してすべて

のマクロを無効にする」

を選びます。 

ＯＫをクリックします。 
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5. Excel2010 の場合は、Excel の画面上部にセキュリティの警告が表示されますので

「コンテンツの有効化」をクリックして、設定完了です。 

 

 

 

Excel2007 の場合はセキュリティの警告と「オプション」ボタンが表示されますの

で、オプションをクリックし、「このコンテンツを有効にする」をクリックし、OK を

クリックします。 

 

 

1.5 報告書作成支援ツール（ver2.3）からの改修内容 

報告書作成支援ツール ver.2.4 は、報告書作成支援ツール ver2.3 から次の改修を行って

います。 

（改修内容） 

・和暦（元号）表示から西暦表示への変更 

 

コンテンツの有効化

をクリックします。
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2 本ツールの概要 

2.1 本ツールの支援範囲 

フロン類算定漏えい量報告・公表制度における本ツールの支援範囲を下図に示します。本

ツールは、充塡・回収証明書などの入力から報告書作成までを支援するツールです。 

 

 
図 2-1 フロン類算定漏えい量報告・公表制度と本ツールの支援範囲 

 

なお、本ツールで作成した報告書は、紙媒体や磁気ディスク（CD 等）に保存して提出で

きるだけでなく、フロン法電子報告システムによって事業所管大臣に提出することができ

ます。 
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2.2 本ツールの機能 

本ツールの基本的な機能は、充塡・回収証明書の入力、漏えい量の算定、報告書の作成で

す。本ツールでは、以下のいずれかの方法で充塡・回収情報を入力し、報告書の作成を行う

ことができます。 

①充塡・回収証明書から本ツールに直接入力する 

②情報処理センターなどから入手した充塡・回収データ（CSV ファイル）を本ツールに

取り込む 

また、社内での集約用として、入力した事業所情報のエクスポートや、エクスポートした

事業所情報のインポートをすることもできます。エクスポートした事業所情報には、当該事

業所における充塡・回収情報も含まれます。 

 

図 2-2 本ツールの機能概要 

 

本マニュアルでは、数値入力等を行う担当者を「入力担当者」、報告対象事業者単位での

最終的な取りまとめを行う担当者を「報告書作成担当者」と呼びます。また、入力担当者が

作成するデータを「子データ」、報告書作成担当者が作成するデータを「親データ」と呼び

ます。 

本ツールの機能は表 2-1 をご参照ください。また、本ツールを利用した社内での集約イ

メージを以下に示します。 
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図 2-3 本ツールを利用した社内での集約イメージ 
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表 2-1 本ツールの主な機能 

No 主な機能 

想定利用者 

報告書作成

担当者 

入力 

担当者 

1 事業者情報入力機能 ○  

2 事業所情報登録機能 ○ ○ 

3 充塡・回収情報入力機能 ○ ○ 

4 充塡・回収データ（CSV ファイル）取込機能 ○ ○ 

5 事業所情報エクスポート機能  ○ 

6 事業所情報インポート機能 ○ ○ 

7 報告書作成機能 ○  

8 報告書出力機能 ○  

9 入力チェック機能 ○  

10 前回報告結果との比較機能（注） ○  
  （注）前回報告の冷媒種・都道府県ごとの算定漏えい量との比較を行う機能です。 
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2.3 基本的な利用方法 

本ツールの基本的な利用方法は以下の２つがあります。 

A）報告書作成担当者が全ての事業所の充塡・回収情報を一括して入力し、報告書を作成

する方法（親データを単独で作成） 

B）入力担当者が充塡・回収情報を入力し、子データを作成後、報告書作成担当者が子デ

ータを集約し報告書作成する方法（子データを集約して親データを作成） 

 

Ａ）報告書作成担当者が全ての事業所の充塡・回収情報を一括して入力し、報告書を作成す

る方法（親データを単独で作成） 

 
 

B）入力担当者が充塡・回収情報を入力し、子データを作成後、報告書作成担当者が子デー

タを集約し報告書作成する方法（子データを集約して親データを作成） 

 

報告書作成担当者が親データの入力および他の入力担当者が入力した子データを集約し

て報告書の作成を行う（A パターンと B パターンが混在する）方法でも使用できます。例

えば、本社の担当者が本社分のデータの入力と事業所から収集した子データを集約して報

告書を作成するときに使用します。 

 充塡・回収業者  充塡・回収証明書 報告書作成担当者 
報告書 

報告書 

 情報処理センター 

①充塡・回収証明書から本ツールに直接入力する場合 

②情報処理センターなどから入手した CSV ファイルを取り込む場合 

親データ

親データ

充塡・回収 

データ 

（CSV ファイル）

エクスポート

データ 

充塡・回収 

データ 

（CSV ファイル） 

エクスポート

データ 

子データ

子データ

親データ  充塡・回収証明書 

②情報処理センターなどから入手した CSV ファイルを取り込む場合 

 充塡・回収業者 

①充塡・回収証明書から本ツールに直接入力する場合 

 情報処理センター 

報告書作成担当者 

入力担当者 

入力担当者 

報告書 

ここで子データは、事業

所単位、地域単位、支社

単位などで作成されるこ

とが想定されます。 

報告書作成担当者 
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2.4 利用手順 

2.4.1 報告書作成担当者の利用手順 

報告書作成担当者の利用手順を以下に示します。 

 
図 2-4 報告書作成担当者の利用手順 

充塡・回収情報の入力 

充塡・回収情報を直接入力するか、CSV ファイルの

取り込みを行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子データのインポート 

 

 

 

 

エクスポートされた子データ

を入力担当者から入手し、イ

ンポートします。 

 
 

 

 

事業者情報の入力 

報告書の記載事項に合わせた事業者の情報を入力します。 

漏えい量の算定 

事業者全体および事業所ごとの漏えい量を算定します。 

（特定事業所がある場合）特定事業所情報の入力 

報告書の記載事項に合わせた特定事業所の情報を入力します。 

入力チェックの実施 

報告書の作成に必要な事項に不備がないかどうか入力チェックを実施します。 

報告書の出力 

報告書を出力します。 

 

漏えい量の算定対象年度の入力 
算定対象年度を入力します。 

紙で提出する場合 

※報告書を印刷 

フロン法電子報告システムで 

提出する場合 

B)の場合 

A)②の場合

CSV ファイル 

取込 

各充塡・回収情報を集約する場合に、同一の事業所の情報を正しく集約するため

に、また異なる事業所の情報を同一の事業所として集約しないために、事前に事業

所名の命名ルールなどを事業者内で周知してください。 

事業所の登録 

充塡・回収情報

の入力 

A)①の場合 
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2.4.2 入力担当者の利用手順 

入力担当者の利用手順を以下に示します。 

 

図 2-5 入力担当者の利用手順 

 

  

子データのインポート 
 

 

エクスポートされた子データ

を他の入力担当者から入手

し、インポートします。 
 

※他の入力担当者が作成した子デー

タを別の入力担当者が集約するとき

に使用します。例えば、事業所の担

当者が入力した子データを地域統括

本部の入力担当者が収集する場合な

どです。 

子データのエクスポート 

入力した情報（子データ）をエクスポートします。 

漏えい量の算定対象年度の入力 
算定対象年度を入力します。 

（特定事業所の場合）特定事業所情報の入力 

報告書の記載事項に合わせた特定事業所の情報を入力します。 

充塡・回収情報の入力 
充塡・回収情報を直接入力するか、CSV ファイルの

取り込みを行います。 

 

 

 

 

 

 

 

B)②の場合

CSV ファイル 
取込 

B)の場合 

B)①の場合 

事業所の登録 

充塡・回収情報

の入力 



12 

2.5 本ツールの構成 

本ツールのシート構成を下表に示します。 

 

表 2-2 本ツールのシート構成 

シート名 概要 

想定利用者 

報告書作成

担当者 

入力 

担当者 

使い方 本ツールの使い方（概要）を説明するシート

です。 
○ ○ 

マクロを有効にする

方法 

マクロの設定を有効にするための手順を説

明するシートです。 
○ ○ 

メインメニュー 算定対象年度の入力、各シートへの移動、事

業所情報のエクスポートおよびインポー

ト、報告書の作成などを行うためのシート

です。 

○ ○ 

(1)事業者情報の入

力・編集 

報告書の様式第 1 の表面・裏面と様式第 2

に記載する情報を入力するシートです。 
○  

(2)事業所の登録・一

覧 

事業所情報の登録や登録した事業所を一覧

で表示するシートです。 

本シートから事業所ごとの漏えい量詳細シ

ートや特定事業所情報の入力・編集シート

に移動します。 

○ ○ 

(3)充塡・回収情報の

入力・取込 

充塡・回収情報の入力や CSV ファイルの取

り込みを行うシートです。 
○ ○ 

(4)特定事業所情報

の入力・編集 

報告書の様式第 1 別紙と様式第 2 に記載す

る情報を入力するシートです。 
○ ○ 

事業所ごとの漏えい

量詳細 

充塡・回収情報の入力・取込シートに入力さ

れた情報を事業所名で絞り込んで表示する

シートです。 

○ ○ 

エラー一覧 事業所情報のエクスポートおよびインポー

ト、CSV データの取り込みを行う際に実施

するエラーチェック、または報告書出力前

チェックの結果を表示します。 

○ ○ 

前回報告結果との比

較（事業者全体） 

事業者単位での冷媒別都道府県別算定漏え

い量を前回報告のときと比較して表示する

シートです。 

○  

前回報告結果との比

較（特定事業所） 

特定事業所単位での冷媒別算定漏えい量を

前回報告のときと比較して表示するシート

です。 

○  

様式第 1 様式第１の出力結果を表示するシートで

す。様式第１（印刷出力）のボタンを押した

ときに、様式第１の表面、裏面を表示しま

す。 

○  
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シート名 概要 

想定利用者 

報告書作成

担当者 

入力 

担当者 

様式第 1 第 1 表 様式第 1 第 1 表（特定漏えい者のフロン類

算定漏えい量）の出力結果を表示するシー

トです。様式第１（印刷出力）のボタンを押

したときに、様式第１第１表を表示します。

○  

様式第 1 第 2 表 様式第１第２表の出力結果を表示するシー

トです。様式第１（印刷出力）のボタンを押

したときに、様式第１第２表を表示します。

○  

様式第 1 別紙第１表 様式第１第別紙、別紙第１表の出力結果を

表示するシートです。様式第１（印刷出力）

のボタンを押したときに、様式第１第別紙

と別紙第１表を表示します。 

○  

様式第 2 様式第２の出力結果を表示するシートで

す。様式第２（印刷出力）のボタンを押した

ときに、様式第２を表示します。 

○  
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2.6 本ツールの入力について 

本ツールは、関数やマクロを使用しているため、「シート保護」が設定されています。デ

ータの入力やレイアウトを変更する機能（行や列の追加・削除）等に制限がかけられていま

す。 

＜本ツールにおけるセル色＞ 

 

※例えば、プルダウンリストで「その他（ここに記入）」を選択すると、そのセルは数値や文字列を入力するセルにな

るため、セル色も変更になります。 

 

Excel の機能のうち、次の機能は制限をかけているためご使用になることができません。 

表 2-3 使用できない機能 

機能 操作例 

セルを切り取る機能 ・セルを右クリックして「切り取り」を選択する。 

・ショートカットキーで[Ctrl]＋X を使用する。 

操作を戻す機能 ・Excel の「元に戻すボタン」を使用する。 

・ショートカットキーで[Ctrl]＋Z を使用する。 

：数値や文字列などを入力するセルです

：プルダウンやチェックボックスなどの選択を行うセルです

：自動的に計算結果などを表示するセルです（編集不可）
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3 各シートの利用方法 

3.1 メインメニュー 

メインメニューシートでは、漏えい量の算定対象年度の入力、各シートへの移動、事業所

情報のエクスポートおよびインポート、報告書の作成などを行います。 

はじめに漏えい量の算定対象年度（西暦）を入力し、各シートに移動します。 

各シートでの入力方法等は次項以降をご参照ください。 
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①漏えい量の算定対象年度（西暦）を入力します。

④充塡・回収情報を入力します。（3.4 参照）

各リンクをクリックすると、対象のシート

へ移動します。 

③報告書作成担当者は事業者情報を

入力します。（3.3 参照） 

②GWP の更新を行います。（3.2 参照） 
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⑤事業所情報のエクスポートボタンをクリックし

て、ファイルをエクスポートします。（3.8.1 参照）

⑥事業所情報のインポー

トボタンをクリックして、

エクスポートしたファイ

ルをインポートします。

（3.8.2 参照） 

⑨紙で提出する場合は、

あて先を選択し、印刷出

力します。 

フロン法電子報告システ

ム で 提 出 す る 場 合 は

XML ファイルを出力し

ます。（3.7.3 参照） 

⑦報告書の出力前に記入漏れ等

がないかチェックを行います。 

（3.7.1 参照） 

⑧前回報告結果と

比較して確認しま

す。（3.7.2 参照） 

⑩現在の入力内容を報告結果と

して保存します。（3.7.4 参照）
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3.2 GWP の更新 

報告書を出力する前に、ツールに保存されている GWP を報告年度（西暦）の GWP に更

新します。 

報告年度の GWP の最新の更新用ファイルを公表サイト（ポータルサイト ）からダウン

ロードします。「GWP の更新」ボタンをクリックし、ダウンロードした算定対象年度の GWP

の更新用ファイルを選択して、ツール内の GWP を更新します。 

公表 URL：http://www.env.go.jp/earth/furon/operator/isshu_santei-2.html 

なお、同じバージョンのツールで前年度の報告を行っていた場合、新年度のデータを入力

すると前年度の詳細な内容を確認することができなくなりますので、ご注意ください。 

また、ver2.4 では西暦表示の GWP ファイルを用いてください。和暦表示の GWP ファ

イルは使用できませんので、ご注意ください。 

例えば、2019 年度報告においては、「2019 年度報告用 GWP ファイル」を用いてくだ

さい。「平成 31 年度報告用 GWP ファイル」は ver2.4 では使用できません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

フロン排出抑制法 

ポータルサイト 

入力上の注意 

 報告年度は報告書を提出する年度です。漏えい量の算定対象年度とは異なりま

す。 

 報告年度用の GWP ファイルの公表前に充塡・回収情報の入力を行っていた場

合であっても、報告年度の GWP に更新する際に、充塡・回収情報の GWP は

自動で更新され、再計算されます。 

 GWP の更新により算定・報告対象の冷媒種が追加になった場合は、GWP の更

新前にその他の冷媒種として入力済みの冷媒種の中に、追加になった冷媒種が

含まれていたかどうか確認の上、追加になった冷媒種を選択しなおしていただ

く必要があります。 

GWP の更新

用 フ ァ イ ル

（CSV） 

「GWP の更新」ボタンをク

リックして、ダウンロードし

た GＷＰの更新用ファイル

を選択します。 

ツ ー ル に 保 存 さ れ て い る

GWP が報告年度（西暦）の

ものになっていることを確

認します。 
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3.3 事業者情報の入力・編集 

メインメニューシートで「事業者情報の入力・編集」のリンクをクリックすると、事業者

情報の入力・編集シートに移動します。 

事業者情報の入力・編集シートでは、報告書の様式第１の表面、裏面に記入する情報と、

特定漏えい者全体として様式第２に記入する情報を入力します。 

 

  

 

① 

② 

③ 

④

⑤ 

⑥

⑦



20 

 

 

 

報 告 書 作

成 時 に 様

式第 1 の

表 面 ( ① )

に 反 映 さ

れます。 

報 告 書 作

成 時 に 様

式第 1 の

表面(②）

に 反 映 さ

れます。 

報 告 書 作

成 時 に 様

式第 1 の

表面（③）

に 反 映 さ

れます。 

報 告 書 作

成 時 に 様

式第 1 の

表面（⑤）

に 反 映 さ

れます。 

クリックすると産業分類

検索の画面が開きます。 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 17 

18 

19 

20 

21 

22 

23 

24 

25 

26 

27 

28 

29 
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報告書作成時

に様式第 1 の

裏面（⑥）に反

映されます。 

報告書作成時

に様式第２の

表面（⑦）に反

映されます。 

クリックすると主たる事業以

外の事業の情報入力欄を 1 つ

追加します。 

報告書作成時

に様式第 1 の

表面（④）に反

映されます。 

クリックすると入力欄

が削除されます。 

30 
31 

32 

33 

34 

35 

36 

37 

38 

39 
40 

41 
42 
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表 3-1 事業者情報の入力・表示内容 

※：必須入力項目 
項番 項目名 入力・表示内容 

1 報告者の郵便番号（※） 報告者（事業者）の郵便番号を入力します。 

2 報告者の住所 

（ふりがな）（※） 

報告者（事業者）の住所（ふりがな）を入力します。

3 報告者の住所（※） 報告者（事業者）の住所を入力します。 

4 報告者の法人名 

（ふりがな）（※） 

報告者（事業者）の法人名（ふりがな）を入力します。

5 報告者の法人名（※） 報告者（事業者）の法人名を入力します。 

6 報告者の代表者役職・氏名

（ふりがな）（※） 

報告者（事業者）の代表者の役職名・氏名（ふりがな）

を入力します。 

7 報告者の代表者役職・氏名

（※） 

報告者（事業者）の代表者の役職名・氏名を入力しま

す。 

8 代理人役職・氏名 

（ふりがな） 

報告を委任した場合には代理人の役職名・氏名（ふり

がな）を入力します。 

9 代理人役職・氏名 報告を委任した場合には代理人の役職名・氏名を入力

します。 

10 特定漏えい者コード（※） 報告者（事業者）の特定漏えい者コード（9 桁）を入

力します。 

11 特定漏えい者の名称 

（ふりがな）（※） 

事業者の名称（ふりがな）を入力します。 

12 特定漏えい者の名称（※） 事業者の名称を入力します。 

13 前回の報告における名称 事業者名の変更、企業の合併、分割などで前回に報告

した名称と異なっている場合には、前回報告した際の

事業者の名称を入力します。 

※前回の報告における名称と異なる場合は、必ず入力

してください。 

14 商標又は商号等 特定連鎖化事業者に該当する場合には、当該連鎖化事

業に係る特定の商標、商号その他の表示を入力しま

す。 

※特定連鎖化事業者の場合は、必ず入力して下さい。

15 所在地 郵便番号（※） 事業者の所在地の郵便番号を入力します。 

16 所在地 都道府県（※） 事業者が所在する都道府県名をプルダウンリストか

ら選択します。 

17 所在地 都道府県コード 都道府県名を選択すると自動的に表示します。 

18 所在地 市区町村 

（ふりがな）（※） 

事業者が所在する市区町村名（ふりがな）を入力しま

す。 

19 所在地 市区町村（※） 事業者が所在する市区町村名を入力します。 

例）千代田区 

20 所在地 市区町村以降 

（ふりがな）（※） 

事業者が所在する住所の市区町村以降（ふりがな）を

入力します。 

21 所在地 市区町村以降（※）事業者が所在する住所の市区町村以降を入力します。

22 主たる事業の産業分類コー

ド（※） 

主たる事業の産業分類コード（日本標準産業分類の細

分類 4 桁）を入力します。「産業分類からのコード検

索はこちら」から、産業中分類・小分類・細分類の順

に検索を行うことができます。 
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項番 項目名 入力・表示内容 

23 主たる事業 主たる事業の産業分類コードを入力すると自動的に

表示します。 

24 主たる事業を所管する大臣

（※） 

主たる事業を所管する大臣をプルダウンリストから

選択します。1 つの事業に対し、最大 3 大臣まで選択

することができます。 

25 担当者（問い合わせ先）の

氏名（ふりがな）（※） 

担当者（問い合わせ先）の氏名（ふりがな）を入力し

ます。 

26 担当者（問い合わせ先）の

氏名（※） 

担当者（問い合わせ先）の氏名を入力します。 

27 担当者（問い合わせ先）の

部署名（※） 

担当者（問い合わせ先）の部署名を入力します。 

28 担当者（問い合わせ先）の

電話番号（※） 

担当者（問い合わせ先）の電話番号を入力します。

29 担当者（問い合わせ先）の

メールアドレス（※） 

担当者（問い合わせ先）のメールアドレスを入力しま

す。 

30 主たる事業以外の事業の 

産業分類コード 

主たる事業以外の事業の産業分類コード（日本標準産

業分類の細分類 4 桁）を入力します。「産業分類から

のコード検索はこちら」から、産業中分類・小分類・

細分類の順に検索を行うことができます。 

※主たる事業以外の事業の情報の入力欄が足りない

場合は「入力欄追加」のボタンを押して追加してくだ

さい。 

31 主たる事業以外の事業の 

名称 

主たる事業以外の事業の産業分類コードを入力する

と自動的に表示します。 

32 主たる事業以外の当該事業

を所管する大臣 

主たる事業以外の当該事業を所管する大臣をプルダ

ウンリストから選択します。1 つの事業に対し、最大

3 大臣まで選択することができます。 

33 その他の関連情報の提供有

無（※） 

事業者全体に関する、フロン類算定漏えい量の増減の

状況に関する情報その他の情報の提供有無をプルダ

ウンリストから選択します。 

34 1.フロン類算定漏えい量の

増減の状況に関する情報 

その他の関連情報の提供有無で「提供有」を選択した

場合で、記載する情報がある場合には入力します。

35 2.フロン類算定漏えい量の

管理第一種特定製品の種類

ごとの内訳等に関する情報

その他の関連情報の提供有無で「提供有」を選択した

場合で、記載する情報がある場合には入力します。

36 3.フロン類算定漏えい量の

削減に関し実施した措置に

関する情報 

その他の関連情報の提供有無で「提供有」を選択した

場合で、記載する情報がある場合には入力します。入

力セル右の吹き出し内の記入方法を参考に記載して

ください。 

37 4.フロン類算定漏えい量の

削減に関し実施を予定して

いる措置に関する情報 

その他の関連情報の提供有無で「提供有」を選択した

場合で、記載する情報がある場合には入力します。入

力セル右の吹き出し内の記入方法を参考に記載して

ください。 
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項番 項目名 入力・表示内容 

38 5.その他の情報 その他の関連情報の提供有無で「提供有」を選択した

場合で、記載する情報がある場合には入力します。入

力セル右の吹き出し内の記入方法を参考に記載して

ください。 

39 その他の関連情報に関する

担当者（問い合わせ先）の氏

名（ふりがな） 

その他の関連情報に関する担当者が項番 25～29 に

入力した担当者と異なる場合には、担当者（問い合わ

せ先）の氏名（ふりがな）を入力します。 

40 その他の関連情報に関する

担当者（問い合わせ先）の氏

名 

その他の関連情報に関する担当者が項番 25～29 に

入力した担当者と異なる場合には、担当者（問い合わ

せ先）の氏名を入力します。 

41 その他の関連情報に関する

担当者（問い合わせ先）の部

署名 

その他の関連情報に関する担当者が項番 25～29 に

入力した担当者と異なる場合には、担当者（問い合わ

せ先）の部署名を入力します。 

42 その他の関連情報に関する

担当者（問い合わせ先）の電

話番号 

その他の関連情報に関する担当者が項番 25～29 に

入力した担当者と異なる場合には、担当者（問い合わ

せ先）の電話番号を入力します。 
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3.4 充塡・回収情報の入力 

3.4.1 充塡・回収情報を直接入力する場合 

充塡・回収情報を直接入力する場合は、事業所の登録・一覧シートで事業所の登録を行い、

次に充塡・回収情報の入力・取込シートで充塡・回収情報を入力します。 

 

 

 

 

 

(1) 事業所の登録・一覧シート 

メインメニューシートで「事業所の登録・一覧」のリンクをクリックすると、事業所の登

録・一覧シートに移動します。 

事業所の登録・一覧シートでは、本ツールに充塡・回収情報を入力する事業所の登録、事

業所ごとの算定漏えい量の表示などを行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1)事業所の登録・一覧シート (2)充塡・回収情報の入力・取込シート 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

事業所情報の登録および算定漏えい量な

どを表示します。 

詳細は下表をご参考ください。 

クリックすると入力行を１行

追加します。 

メインメニューシートに

移動します。 

 (1)事業所の登録  (2)充塡・回収情報の入力 

11 

充塡・回収情報の入力・取込シー

トに移動します。 

 
 全事業所の算定漏えい量合計を

表示します。1,000t-CO2 以上

（報告の対象）の場合はセルの色

が黄色になります。 

事業所情報を

登録します。 

算定漏えい量を

再計算します。 
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表 3-2 事業所情報の入力・表示内容 

※：必須入力項目 

項番 項目名 入力・表示内容 

1 事業所番号 事業所を識別するための番号（文字列入力可）を任意で設定し、

入力します。 

事業者内で事業所を識別するための番号をつけてください。

2 事業所名（※） 事業所名を入力します。 

事業所名は既に登録済みの事業所名と重複する名称を入力す

ることはできません。事業所情報登録ボタンを押したときにエ

ラーが表示されます。 

3 都道府県名（※） 事業所が所在する都道府県名をプルダウンリストから選択し

ます。 

4 都道府県コード 都道府県名を選択すると自動的に表示します。 

5 算定漏えい量 

（t-CO2） 

充塡・回収情報の入力・取込シートで入力した当該事業所の算

定漏えい量の合計を表示します。 

1,000t-CO2 以上の場合はセルの色が黄色になります。 

6 特定事業所 当該事業所が特定事業所の場合は、プルダウンリストで「対象」

を選択します。「対象」を選択すると、特定事業所情報の入力

欄の「入力シートへ」のリンクが有効になります。 

他者が設置する事業所の場合は、算定漏えい量が 1,000t-

CO2 以上でも、特定事業所の「対象」の選択は不要です。 

7 特定事業所情報の

入力 

報告書（様式第１別紙および様式第２）に必要な特定事業所の

情報を入力するシートに移動します。 

8 その他の関連情報

の提供 

特定事業所情報の入力・編集シートの「その他の関連情報の提

供有無」で選択した内容が表示されます。 

9 備考 本社の報告書作成担当者や次年度の担当者への申し送り事項

などを入力します。本ツールをお使いになる上での備考欄であ

るため、報告書には反映されません。 

CSV ファイルの取込機能で登録した事業所には「CSV ファ

イル取込」と自動で表示されます。 

10 漏えい量詳細情報

表示 

事業所ごとの充塡・回収情報を表示するシートに移動します。

11 事業所の削除 当該事業所の情報を削除します。当該事業所分として入力済み

の充塡・回収情報や特定事業所の情報も削除されます。 

 

事業所名と都道府県コードは対象の第一種特定製品が設置されている施設の事業所名お

よび都道府県コードを記入します。事業所の考え方についての詳細は算定マニュアルを参

照してください。 
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事業所の登録・一覧画面で事業所の情報（事業所名と都道府県名）を登録・編集、削除し

た後は、充塡・回収情報の入力・取込シートに移動する前に必ず「事業所情報登録」ボタン

を押してください。 

 

 
 

 

 

充塡・回収情報の入力・取込シートで充塡・回収情報を直接入力して登録・編集、削除し

た後は、事業所情報の一覧・登録画面で「算定漏えい量の再計算」ボタンを押してください。 

 

事業所の情報を登録・編集ま

たは削除した場合は、必ず

「事業所情報登録」ボタンを

押してください。 

事業所の情報が登録されると、充塡・回収

情報の入力・取込シートに事業所の情報が

反映されます。 

充塡・回収情報を登録・編集、削除

した場合は、「算定漏えい量の再計

算」ボタンを押してください。 
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入力上の注意 

 複数の都道府県にまたがった事業所を１つの事業所として登録することはでき

ません。 

 同一の事業所名を複数登録することはできません。 

 事業所の情報（事業所名と都道府県名）を登録・編集または削除した場合は、

必ず「事業所情報登録」ボタンを押して、事業所情報を登録してください。事

業所情報を登録しないと、充塡・回収情報の入力・取込シートに事業所の情報

が反映されません。 

 充塡・回収情報を登録・編集または削除した場合は、「算定漏えい量再計算」

ボタンを押して、算定漏えい量を再計算してください。 

算定漏えい量が再計算され、

反映されます。 
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(2) 充塡・回収情報の入力・取込シート 

メインメニューシートで「充塡・回収情報の入力・取込」のリンクをクリックするか、事

業所の登録・一覧シートの左上にある「充塡・回収情報の入力・取込」のリンクをクリック

して、充塡・回収情報の入力・取込シートに移動します。 

このシートで充塡・回収情報を入力します。充塡・回収証明書ごとに入力することを基本

としますが、設備やフロン類の冷媒種ごとに集約したものを入力することでもかまいませ

ん。 
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7 9
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15 

14 18 16 

19 

20 

17 21 

メインメニュー

シートに移動し

ます。 

事業所の登録・一覧シートに移動します。

追加したい行数を入力し、「左記の行数を

追加」ボタンをクリックします。 

指定した行数分、行を追加します。 

充塡・回収情報の入力および表示をしま

す。 

詳細は下表をご参考ください。 

11 13

CSV ファイルの取り

込みを行います。 

入力した充塡・回収情報を全て削除しま

す。年度の切り替え時などにご利用くだ

さい。 

22 

入力上の注意 

 本制度では整備時の充塡量のみを算定対象としているため、設置時に冷媒を充

塡する場合の充塡量（設置時充塡）は算定漏えい量に加算しないでください。

 充塡と回収が同時に行われた場合であっても、充塡した量と回収した量をそれ

ぞれ入力するようにしてください。（充塡した量から回収した量を差し引いた

漏えい量を入力しないでください。） 

※詳細はフロン類算定漏えい量報告マニュアルをご参照ください。 
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表 3-3 充塡・回収情報の入力・表示内容 

※：必須入力項目 

項番 項目名 入力・表示内容 

1 ID 充塡・回収情報を識別するために ID を入力します（文字列

入力可）。 

ID の入力は任意ですが、事業者で複数の事業所のデータを

集約する際に、どの事業所の入力データと紐付くデータであ

るかがわかるように事業所間でルールを決めて採番してお

くと便利です。 

2 事業所番号 事業所名を選択すると自動的に表示します。 

3 事業所名（※） プルダウンリストから事業所を選択します。 

プルダウンリストには、事業所の登録・一覧シートで登録し

た事業所名が表示されます。 

4 都道府県名 事業所名を選択すると自動的に表示します。 

5 都道府県コード 事業所名を選択すると自動的に表示します。 

6 分類 第一種特定製品の機器分類をプルダウンリストから選択し

ます。 

「その他（ここに入力）」を選択した場合は、具体的な分類

名称を当該セルに直接入力して下さい。 

7 管理番号 第一種特定製品の管理番号を入力します。 

8 型式 第一種特定製品の型式を入力します。 

9 製造番号 第一種特定製品の製造番号を入力します。 

10 フロン類の種類 

（冷媒番号）（※） 

フロン類の種類（冷媒番号）をプルダウンリストから選択し

ます。 

「その他混合冷媒（GWP は直接入力）」を選択した場合に

は、「GWP」列に GWP を直接入力して下さい。 

11 GWP フロン類の種類を選択すると自動的に表示します。 

フロン類の種類で「その他混合冷媒（GWP は直接入力）」を

選択した場合は、当該セルに GWP を直接入力して下さい。

GWP を直接入力する必要があるセルは黄色になります。 

12 充塡した量（kg）（※）充塡した量（kg）を入力します。 

充塡が無かった場合には「0」を入力します。 

小数点以下もそのまま入力して下さい。（表示上は小数点第

１位までになっていますが、小数点第２位以下の値も入力す

ることができます。） 

13 充塡した量（t-CO2） 充塡した量（kg）を入力すると自動的に計算して表示しま

す。 

14 回収した量（kg）（※）回収した量（kg）を入力します。 

回収がなかった場合には「0」を入力します。 

小数点以下もそのまま入力して下さい。（表示上は小数点第

１位までになっていますが、小数点第２位以下の値も入力す

ることができます。） 

15 回収した量（t-CO2） 回収した量（kg）を入力すると自動的に計算して表示しま

す。 

16 実漏えい量（kg） 充塡した量（kg）と回収した量（kg）を入力すると自動的に

計算して表示します。 



31 

項番 項目名 入力・表示内容 

充塡した量と回収した量を入力しないと計算が実行されま

せんので、必ず充塡した量と回収した量を入力して下さい。

17 算定漏えい量 

（t-CO2） 

充塡した量（kg）と回収した量（kg）を入力すると自動的に

計算して表示します。 

充塡した量と回収した量を入力しないと計算が実行されま

せんので、必ず充塡した量と回収した量を入力して下さい。

18 充塡・回収年月日（※）充塡・回収年月日を yyyy/mm/dd 形式で入力します。 

19 csvNo. CSV ファイルの取り込み機能で充塡・回収情報を登録した

場合に、CSV ファイルの充塡・回収情報を識別するための

識別番号を自動的に表示します。 

20 作成元 CSV ファイルの取り込み機能で充塡・回収情報を登録した

場合に、CSV ファイルに入力されている作成元を自動的に

表示します。 

21 備考 設置場所が事業所と異なる場合などの設置場所や本社の報

告書作成担当者などへの申し送り事項などを入力します。本

ツールをお使いになる上での備考欄であるため、報告書には

反映されません。 

22 充塡・回収情報の削除 充塡・回収情報を削除します。 

 

3.4.2 CSV ファイルを取り込む場合 

CSV ファイルを取り込む場合は充塡・回収情報の入力・取込シートの上部にある「CSV

ファイルの取込」ボタンからファイルを取り込みます。 

 

 

 

「CSV ファイルの取込」ボタンを押したときに、取り込むファイルのチェックを行い、

不備などがある場合には、エラー一覧シートにエラー内容が表示されますので、エラーの内

容を確認してください。（エラー一覧については 3.9 を参照してください。）CSV ファイル

の取り込み時にチェックする内容は下表のとおりです。 

なお、取り込む CSV ファイル内に 1 つでもエラーとなるデータがあった場合には、そ

の CSV ファイル全体が取り込まれませんが、エラーとなるデータが１つもない場合には、

警告となるデータが含まれていても CSV ファイルは取り込まれます。エラーや警告がある

場合には、エラー一覧シートへ自動で移動しますので、エラー一覧シートの内容を確認して

ください。 

ボタンをクリックすると、ファイルを選

択する画面が開きますので、取り込む

CSV ファイルを選択します。 
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表 3-4 CSV ファイル取り込み時のチェック 

チェックの種類 エラー種別 チェック内容 

未入力チェック エラー 必須項目が未入力の場合 

・事業所名 

・都道府県コード 

・フロン類の種類（冷媒番号） 

・GWP 

・充塡・回収年月日 

・作成元 

型チェック エラー 数値型や日付型の項目について、データ型が合って

いない場合 

対象期間チェッ

ク 

エラー 取り込む CSV データの充塡・回収年月日がメインメ

ニューに入力されている算定対象年度の期間内でな

い場合 

重複チェック エラー 既にツールに登録されている充塡・回収情報の作成

元と csvNo.、取り込む CSV データの作成元と

csvNo.がいずれも一致する場合 

重複の可能性チ

ェック 

警告 既にツールに登録されている充塡・回収情報と、取り

込む CSV データの事業所名、フロン類の種類（冷媒

番号）、充塡した量（kg）、回収した量（kg）、充塡・

回収年月日が全て一致する場合 

 

CSV ファイルを取り込む際に、プログラム上では次の処理が実行されています。 

CSV ファイル内の事業所名と同じ事業所名がツールの事業所の登録・一覧シートに登録

されているかを確認し、同じ事業所名の登録がない場合には、自動で事業所の登録・一覧シ

ートに CSV ファイルの事業所名と都道府県を登録します。次に、充塡・回収情報の入力・

取込シートに充塡・回収情報を自動で登録します。 

事業所の登録・一覧シートに CSV ファイルと同じ事業所名の登録がある場合には、事業

所情報の登録は行わずに、充塡・回収情報の入力・取込シートに充塡・回収情報を自動で登

録します。 
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※複数の都道府県にまたがって事業所を登録することはできないため、事業所の登録・一

覧シートに CSV ファイルと同じ事業所名の登録がある場合でも、都道府県コードが異

なる場合には、充塡・回収情報の入力・取込シートに事業所名が登録されません。事業

所の登録・一覧シートで事業所を登録し、事業所名を再度選択してください。 

 

CSV ファイルのフォーマットは表 3-5 のとおりとします。 

文字コードは utf-8 とします。 

CSV ファイルの 1 行目はヘッダー行とし、2 行目から取り込みます。区切り文字は「,」

（カンマ）とし、値はダブルクォートで囲まないものとします。また、値内に「ダブルクォ

ート（"）」「カンマ（,）」「改行（<CR>、<LF>）」などの制御文字を含まないようにしてくだ

さい。 

 

 

  

CSV ファイル 

事業所の登録・一覧シートに同じ名称の事業所があるか 

ある ない 

事業所情報の登録は行

わずに、充塡・回収情

報の入力・取込シート

に充塡・回収情報が登

録されます。 

事業所の登録・一覧シート 

充塡・回収情報の入力・取込シート 
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表 3-5 CSV ファイルのフォーマット 

項目名 任意/必須 データ型 書式 

csvNo. （※1） 任意 文字列 全半角 

事業所名（※2） 必須 文字列 全半角 

都道府県コード 必須 1～47 の整数値 半角 

第一種特定製品の分類 任意 文字列 全半角 

第一種特定製品の管理番号 任意 文字列 全半角 

第一種特定製品の型式 任意 文字列 全半角 

第一種特定製品の製造番号 任意 文字列 全半角 

フロン類の種類（冷媒番号）

（※3） 

必須 文字列 半角 

GWP 必須 数値（整数） 半角 

充塡した量（kg） 必須 数値（小数点含む） 半角 

回収した量（kg） 必須 数値（小数点含む） 半角 

充塡・回収年月日 必須 日付（yyyy/mm/dd） 半角 

備考（※４） 任意 文字列 全半角 

作成元（※５） 必須 文字列 全半角 

 ※1：csvNo.はデータの重複チェックに使用するため事業者の中で一意の番号としてく

ださい。 

 ※2：事業所名と都道府県コードは対象の第一種特定製品が設置されている施設の事業所

名および都道府県コードを記入します。事業所の考え方についての詳細は算定マニ

ュアルを参照してください。 

 ※3：フロン類の種類（冷媒番号）については、告示に掲載されている冷媒番号以外の番

号が記入されていた場合には「その他混合冷媒」として取り込み、GWP のセルが

黄色になります。なお、冷媒番号については、大文字と小文字／全角・半角を別の

文字として扱いますので、冷媒番号は必ず告示に掲載されている表記どおりに、半

角で入力してください。 

また、告示に掲載されている「その他フロン類」に代えて本ツールでは「その他単

一冷媒」として扱いますので、CSV ファイルに入力される際に「その他単一冷媒」

とするか、CSV ファイルを取り込んだ後に、プルダウンで「その他単一冷媒」に選

択し直してください。 

 ※4：充塡・回収情報の入力・取込シートの「備考」欄に表示します。本ツールをお使い

になる上での備考欄であるため、報告書には反映されません。補足情報としてご利

用ください。 

 ※5：CSV ファイルの作成元を入力してください。作成元は他のシステムなどから出力

される CSV ファイルと区別可能な名称となるよう留意してください。 

作成元の例： ＠○○株式会社（○○は会社名等） 
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なお、表 3-5 に示すフォーマットによる CSV ファイルの例を次に示します。 

 

① CSV ファイルの例 

csvNo.,事業所名,都道府県コード,第一種特定製品の分類,第一種特定製品の管理番号,第一種特定製品の型

式,第一種特定製品の製造番号,フロン類の種類（冷媒番号）,GWP,充填した量（kg）,回収した量（kg）,充

填・回収年月日,備考,作成元 

東京 1,東京工場,13,コンデンシングユニット,,AB-123-CD,ABCD4567,R-404A,3920,5.43,4.32,2017/04/05,

Ａ社担当,○○○株式会社 

大阪 1,大阪営業所,27,ビル用マルチエアコン,大 XYZ-456-7,,,R-410A,2090,123,122,2017/04/07,Ｂ社担

当,○○○株式会社 

注：CSV ファイルは文字コード utf-8 で作成します。 

 

② 上記 CSV ファイルを EXCEL に取り込み、表示した例 

 

注１：CSV ファイルを EXCEL に取り込む場合、文字コード utf-8 のファイルを読み込むよ

うにしてください。 

注２：上図では必須項目を赤字で表示しています。 

  

入力上の注意 

 本ツールにおける冷媒番号の表記は告示に合わせ、R-22 等ハイフンありの表

記としています。 

 CSV ファイルを取り込む際には、ハイフンなしで CSV ファイルとツール内

の冷媒番号のマッチングをした後に、冷媒番号をハイフンありに変換してツ

ールに取り込む仕組みとしています。 

 そのため、ハイフンなしの冷媒番号が含まれている CSV ファイルを取り込み

した場合であっても、ツール内の表示や報告書の出力においては、ハイフン

ありで冷媒番号が表記されます。 

 

 冷媒番号のうち、英字の大文字又は小文字が告示の表記と異なっている場合、

CSV ファイルを取り込むと、「その他混合冷媒」として扱われます。また、告示

に示される「その他フロン類」を取り込んだ場合も「その他混合冷媒」として扱

われます。これらの場合は、いずれも GWP のセルが黄色になります。 

 GWP のセルが黄色になったが、本来は「その他混合冷媒」ではない場合は、フ

ロンの種類のセルにおいて、プルダウンから該当する冷媒の種類を選択し直して

ください。なお、告示に示される「その他フロン類」については、プルダウンで

「その他単一冷媒」を選択してください。 
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3.5 特定事業所情報の入力・編集 

事業所の登録・一覧シートで特定事業所のプルダウンリストから「対象」を選択すると特

定事業所情報の入力欄の「入力シートへ」のリンクが有効になります。特定事業所情報の入

力欄の「入力シートへ」をクリックすると当該事業所の特定事業所情報の入力・編集シート

に移動します。 

特定事業所情報の入力・編集シートでは、報告書の様式第１の別紙に記入する情報と、当

該特定事業所として様式第２に記入する情報を入力します。 

 

  
入力上の注意 

 事業所の算定漏えい量が 1,000t-CO2 以上の場合、事業所の登録・一覧シー

トでセルの色が黄色く強調表示されます。 

 報告書作成担当者は対象の事業所が特定事業所に該当することを確認の上、特

定事業所のチェックを入れてください。特定事業所の判定は自動的には行われ

ません。 
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事業所の名称と所在地の

都道府県は、事業所の登

録・シートに入力した情報

事業所の名称と所在地の

都道府県は、事業所の登

録・一覧シートに入力した

情報を表示します。 

クリックすると産業分類検索

の画面が開きます。 

1 

2 

3 

4 
5 6

7 
8 

9 

10 

11 

12 

13 
14 

15 
16 

17 

特定事業所のプルダウンリスト

から「対象」を選択すると、特定

事業所情報の入力欄の「入力シ

ートへ」のリンクが有効になり

ます。 

「入力シートへ」を

クリックして、特定

事業所情報の入力・

編集シートに移動

します。 

特定事業所情報の入

力・編集シートで選

択した、その他の関

連情報の提供有無を

表示します。 

特定事業所情報の入力・編集シートで入力した情報を

消去し、事業所の登録・一覧シートに移動します。 
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特定事業所に係るその他の関

連情報の提供有無を選択しま

す。 

特定事業所に係るその他の

関連情報を提供する場合に

入力します。 

18 

19 

20 

21 

22 

23 

24 
25 

26 
27 
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表 3-6 特定事業所情報の入力・表示内容 

※：必須入力項目 

項番 項目名 入力・表示内容 

1 特定事業所の名称 

（ふりがな）（※） 

特定事業所の名称（ふりがな）を入力します。 

2 特定事業所の名称 事業所の登録・一覧シートに入力した、当該事業所の

事業所名を自動的に表示します。 

3 前回の報告における名称 事業所名の変更などで前回に報告した名称と異なっ

ている場合は、前回報告した際の事業所の名称を入力

します。 

※前回の報告における名称と異なる場合は、必ず入力

してください。 

4 所在地 郵便番号（※） 事業所の所在地の郵便番号を入力します。 

5 所在地 都道府県 事業所の登録・一覧シートに入力した、当該事業所が

所在する都道府県名を自動的に表示します。 

6 所在地 都道府県コード 自動的に表示します。 

7 所在地 市区町村 

（ふりがな）（※） 

事業所が所在する市区町村名（ふりがな）を入力しま

す。 

8 所在地 市区町村（※） 事業所が所在する市区町村名を入力します。 

例）千代田区 

9 所在地 市区町村以降 

（ふりがな）（※） 

事業所が所在する住所の市区町村以降（ふりがな）を

入力します。 

10 所在地 市区町村以降（※）事業所が所在する住所の市区町村以降を入力します。

11 主たる事業の産業分類コー

ド（※） 

主たる事業の産業分類コード（日本標準産業分類の細

分類 4 桁）を入力します。「産業分類からのコード検

索はこちら」から、産業中分類・小分類・細分類の順

に検索を行うことができます。 

12 主たる事業 主たる事業の産業分類コードを入力すると自動的に

表示します。 

13 担当者（問い合わせ先）の氏

名（ふりがな）（※） 

担当者（問い合わせ先）の氏名（ふりがな）を入力し

ます。 

14 担当者（問い合わせ先）の氏

名（※） 

担当者（問い合わせ先）の氏名を入力します。 

15 担当者（問い合わせ先）の部

署名（※） 

担当者（問い合わせ先）の部署名を入力します。 

16 担当者（問い合わせ先）の電

話番号（※） 

担当者（問い合わせ先）の電話番号を入力します。

17 担当者（問い合わせ先）のメ

ールアドレス（※） 

担当者（問い合わせ先）のメールアドレスを入力しま

す。 

18 その他の関連情報の提供有

無（※） 

事業者全体に関する、フロン類算定漏えい量の増減の

状況に関する情報その他の情報の提供有無をプルダ

ウンリストから選択します。 

19 1.フロン類算定漏えい量の

増減の状況に関する情報 

その他の関連情報の提供有無で「提供有」を選択した

場合で、記載する情報がある場合には入力します。

20 2.フロン類算定漏えい量の

管理第一種特定製品の種類

ごとの内訳等に関する情報

その他の関連情報の提供有無で「提供有」を選択した

場合で、記載する情報がある場合には入力します。
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項番 項目名 入力・表示内容 

21 3.フロン類算定漏えい量の

削減に関し実施した措置に

関する情報 

その他の関連情報の提供有無で「提供有」を選択した

場合で、記載する情報がある場合には入力します。入

力セル右の吹き出し内の記入方法を参考に記載して

ください。 

22 4.フロン類算定漏えい量の

削減に関し実施を予定して

いる措置に関する情報 

その他の関連情報の提供有無で「提供有」を選択した

場合で、記載する情報がある場合には入力します。入

力セル右の吹き出し内の記入方法を参考に記載して

ください。 

23 5.その他の情報 その他の関連情報の提供有無で「提供有」を選択した

場合で、記載する情報がある場合には入力します。入

力セル右の吹き出し内の記入方法を参考に記載して

ください。 

24 その他の関連情報に関する

担当者（問い合わせ先）の氏

名（ふりがな） 

その他の関連情報に関する担当者が項番 13～17 に

入力した担当者と異なる場合には、担当者（問い合わ

せ先）の氏名（ふりがな）を入力します。 

25 その他の関連情報に関する

担当者（問い合わせ先）の氏

名 

その他の関連情報に関する担当者が項番 13～17 に

入力した担当者と異なる場合には、担当者（問い合わ

せ先）の氏名を入力します。 

26 その他の関連情報に関する

担当者（問い合わせ先）の部

署名 

その他の関連情報に関する担当者が項番 13～17 に

入力した担当者と異なる場合には、担当者（問い合わ

せ先）の部署名を入力します。 

27 その他の関連情報に関する

担当者（問い合わせ先）の電

話番号 

その他の関連情報に関する担当者が項番 13～17 に

入力した担当者と異なる場合には、担当者（問い合わ

せ先）の電話番号を入力します。 
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3.6 事業所ごとの漏えい量詳細 

事業所の登録・一覧シートで、漏えい量詳細情報表示欄の「詳細シートへ」のリンクをク

リックすると、当該事業所の事業所ごと漏えい量詳細シートに移動します。 

ここでは充塡・回収情報の入力・取込シートに入力した充塡・回収情報を事業所ごとに絞

り込んで表示します。このシート上ではデータの編集を行うことはできませんので、編集す

る場合には、充塡・回収情報の入力・取込シートに戻って修正します。 

 

 

 

 

  

対象としている事業所番号、事業所

名、都道府県名、算定漏えい量合計

を表示します。 

充塡・回収情報の入力・取込シート

に入力した情報を、対象の事業所名

に絞って表示します。 

「詳細シートへ」をクリ

ックして、事業所ごとの

漏えい量詳細シートに移

動します。 
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3.7 報告書の作成 

事業者の算定漏えい量が年間 1,000t-CO2 以上の場合、報告対象となります。 

報告書の作成、出力はメインメニューシートから行います。 

 

 

3.7.1 報告書出力前チェック 

報告書を出力する前に、記入漏れ等がないかチェックを行います。 

 

 

 

①報告書出力前チェックを

行います。（3.7.1 参照） 

②前回報告結果との

比較を行います。

（3.7.2 参照） 

③報告書の出力を行

います。（3.7.3 参照）

④報告結果の保存を行

います。（3.7.4 参照）

クリックして報告書出力前チェック

を行います。



43 

「報告書出力前チェック」のボタンを押して、不備などがある場合には、エラー一覧シー

トにエラー内容が表示されますので、エラーの内容を確認してください。（エラー一覧につ

いては 3.9 を参照してください。） 

報告書出力前のチェック内容は次表のとおりです。 

 

表 3-7 報告書出力前のチェック 

チェックの

種類 

エラー種別 対象シート チェック内容 

未入力チェ

ック 

エラー メインメニュー 漏えい年度が未入力の場合 

事業者情報の入

力・編集シート

・必須項目が未入力の場合 

・主たる事業以外の事業で、産業分類コード、

事業の名称、当該事業所を所管する大臣のい

ずれかが入力されているが、未入力項目があ

る場合 

・その他の関連情報の提供有無で、提供有が選

択されていて、1.フロン類算定漏えい量の増

減の状況に関する情報～5.その他の情報の全

ての入力欄が未入力の場合 

事業所の登録・一

覧シート 

必須項目が未入力の場合 

 

充塡・回収情報入

力・取込シート

・必須項目が未入力の場合 

・その他の関連情報の提供有無で、提供有が選

択されていて、1.フロン類算定漏えい量の増

減の状況に関する情報～5.その他の情報の全

ての入力欄が未入力の場合 

特定事業所情報

の入力・編集シー

ト 

・事業所の登録・一覧シートで、特定事業所の

チェックが入っているときに、その特定事業

所の入力・編集シートで必須項目が未入力の

場合 

・その他の関連情報の提供有無で、提供有が選

択されていて、1.フロン類算定漏えい量の増

減の状況に関する情報～5.その他の情報の全

ての入力欄が未入力の場合 

GWP の年

度情報チェ

ック 

エラー メインメニュー メインメニューに入力されている算定対象年

度とツール内に取り込まれている GWP の年度

情報が整合していない場合 

桁数チェッ

ク 

エラー 事業者情報の入

力・編集シート

・郵便番号がハイフン前 3 桁とハイフン後 4 桁

ではない場合 

・特定漏えい者コードが 9 桁ではない場合 

特定事業所情報

の入力・編集シー

ト 

郵便番号がハイフン前 3 桁とハイフン後 4 桁

ではない場合 

事業コード

の存在チェ

エラー 事業者情報の入

力・編集シート

事業コードで入力された数値が、事業コードマ

スタに存在しない番号である場合 



44 

チェックの

種類 

エラー種別 対象シート チェック内容 

ック 特定事業所情報

の入力・編集シー

ト 

事業コードで入力された数値が、事業コードマ

スタに存在しない番号である場合 

事業所管大

臣の重複チ

ェック 

エラー 事業者情報の入

力・編集シート

1 つの事業に対し、同じ事業所管大臣が複数選

択されている場合 

最大文字数

のチェック 

エラー 事業者情報の入

力・編集シート

その他の関連情報の提供有無で、提供有が選択

されていて、1.フロン類算定漏えい量の増減の

状況に関する情報～5.その他の情報のそれぞれ

の入力欄に入力されている文字数が 800 を超

える場合 

特定事業所情報

の入力・編集シー

ト 

その他の関連情報の提供有無で、提供有が選択

されていて、1.フロン類算定漏えい量の増減の

状況に関する情報～5.その他の情報のそれぞれ

の入力欄に入力されている文字数が 800 を超

える場合 

報告対象外

チェック 

エラー 事業所の登録・一

覧シート 

特定事業所のチェックが入っている事業所の

算定漏えい量合計が 1,000t-CO2 未満の場合

型チェック エラー 充塡・回収情報入

力・取込シート

数値型や日付型の項目について、データ型が合

っていない場合 

対象期間チ

ェック 

エラー 充塡・回収情報入

力・取込シート

入力されている充塡・回収情報の充塡・回収年

月日がメインメニューに入力されている算定

対象年度の期間内でない場合 

事業所名の

重複チェッ

ク 

エラー 事業所の登録・一

覧シート 

事業所名が重複して入力されている場合 

報告対象の

確認 

警告 事業所の登録・一

覧シート 

特定事業所のチェックが入っていない事業所

の算定漏えい量合計が 1,000t-CO2 以上の場

合 

重複の可能

性チェック 

警告 充塡・回収情報入

力・取込シート

ツールに事業所名、フロン類の種類（冷媒番

号）、充塡した量（kg）、回収した量（kg）、充

塡・回収年月日が全て一致する充塡・回収情報

が登録されている場合 
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3.7.2 前回報告結果との比較 

前回報告結果との比較機能を使って、今年度報告対象とする冷媒が前回報告のときと比

較して大きく増減していないかを確認することができます。事業者単位での冷媒別都道府

県別算定漏えい量と特定事業所単位での冷媒別算定漏えい量のそれぞれで比較します。本

機能は、同じバージョンのツールに既に前回報告結果が入力されている場合に使用できま

す。ツールが更新された場合の比較方法は、別途公開予定の手引きをご参照ください。 

 

 

   

 

 

 

前回の報告結果と今回報告の値が一定の条件を超えて変化していた場合、セルの色を変

えることで強調して表示します。セルの色が強調表示される条件は下表のとおりです。 

表 3-8 セルの色が強調表示される場合の条件 

セル色 条件 

セル色が赤色系 

対前回比（今回報告／前回報告）が 5 倍以上の場合（※1）または

前回報告算定漏えい量が０またはブランクかつ今回報告算定漏えい

量が 1t-CO2 以上の場合 

セル色が青色系 

対前回比（今回報告／前回報告）が 5 分の 1 以下の場合（※2）ま

たは前回報告算定漏えい量が 1t-CO2 以上かつ今回報告算定漏えい

量が０またはブランクの場合 

※1：前回および今回のいずれも負の値の場合も含みます。 

※2：前回または今回のいずれかが負の値の場合も含みます。 

 

 

  

前回報告結果との比較機能は、前回報告結果が保存されているときに利用できる機能

です。前回報告結果が保存されていない場合はエラーのダイアログが出て、比較機能

は利用できません。 

本ツールをお使いになる初年度は、前回報告結果が保存されていない状態ですので、

2 年目以降の報告の際にご活用ください。 
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3.7.3 報告書の出力 

報告書の出力を行う前に、報告年月日を確認します。 

任意の日付を設定する場合には、右側の入力欄に日付を入力します。任意の報告年月日の

入力が無い場合は、出力を行う日の日付が自動で設定されます。 

 

 

 

報告書出力前チェック（3.7.1 参照）でエラーが残っている状態で、印刷出力または XML

ファイルの出力ボタンをクリックすると、エラー一覧のシートが表示され、報告書は出力さ

れません。エラーとなっている箇所を修正してから、改めて報告書の出力を行ってください。 

 

(1)紙で提出する場合 

報告書を紙で提出する場合は報告書のあて先（事業所管大臣名）をプルダウンから選択し、

あて先を選択してから様式第１(印刷出力)と様式第２(印刷出力)のボタンを押します。 

様式第１と様式第２がそれぞれ印刷プレビューされるため、報告書を印刷します。 

 

  

報告年月日を任意で設定す

る場合には入力します。 

報告書のあて先を事業所管大臣の

プルダウンリストから選択します。 

様式第 1、第 2 をそれぞれ印刷プ

レビューします。
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複数の事業所管大臣に提出する必要がある場合は、あて先を選択しなおしてから再度様

式第１(印刷出力)と様式第２(印刷出力)のボタンを押します。 

様式第 1（印刷出力）と様式第 2（印刷出力）のボタンを押したときに出力される報告書

の種類（シート）は下表のとおりです。 

 

表 3-9 報告書の本ツール内でのシート構成 

ボタン名 対応するシート 備考 

様式第１ 様式第１表面・裏面  

様式第１第１表  

様式第１第２表 特定事業所が存在しない場合でも、白紙が

出力されます（提出不要）。 

様式第１別紙、別紙

第１表 

特定事業所が複数ある場合にも１シートに

出力されます。 

様式第２ 様式第２ 特定漏えい者全体に係る情報と特定事業所

に係る情報の両方を報告する場合や複数の

特定事業所に係る情報を報告する場合にも

１シートに出力されます。 

また、その他の関連情報の提供有無で「提

供無」を選んでいた場合には、関連情報の

入力欄に記載があっても出力されません。 
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(2)フロン法電子報告システムで提出する場合 

フロン法電子報告システムで提出する場合は、XML ファイルを出力して、そのファイル

をフロン法電子報告システムにアップロードして提出します。 

XML ファイルの出力ボタンを押すと、ファイルの出力先フォルダを選択するダイアログ

が表示されます。出力先を指定して、XML ファイル一式を保存します。 

XML ファイルを出力する際には、出力ファイルやあて先に誤りがないことを確認した上

で、出力してください。 

 

 

 

 

XML ファイルの作成単位と出力条件は下表のとおりです。 

 

表 3-10 XML ファイルの出力単位とファイルの作成条件 

XML ファイルの出力単位 ファイルの作成条件 

様式 1 報告書を出力する場合には必ず作成される。 

様式 1 別紙 特定事業所単位の報告がある場合に作成される。 

特定事業所が複数ある場合には特定事業所ごとにファ

イルが作成される。 

様式 2 

（特定漏えい者に係る情報） 

特定漏えい者全体に係るその他の関連情報の提供があ

る場合に作成される。 

ファイルの出力先フォル

ダを選択するダイアログ

が表示されます。 

XML ファイルを

一 式 で 出 力 し ま

す。 事業者情報の入力内

容からあて先を自動

で設定します。 

参照ボタンをクリッ

クして、XML ファイ

ルの出力先を指定し

ます。 
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XML ファイルの出力単位 ファイルの作成条件 

様式 2 

（特定事業所に係る情報） 

特定事業所に係るその他の関連情報の提供がある場合

に作成される。 

特定事業所が複数ある場合には特定事業所ごとにファ

イルが作成される。 

 

XML ファイルの命名ルールは下記のとおりです。ファイル名に秒まで含めた作成日時を

つけるため、複数回出力した場合は別名のファイルとして保存されます。 

 

XML ファイルの命名ルール 

様式 1_[特定漏えい者コード]_[作成日時（yyyymmddhhmmss）].xml 

様式 1 別紙_[特定事業所番号]_[特定事業所名]_[作成日時（yyyymmddhhmmss）].xml

様式 2_[特定漏えい者コード]_[作成日時（yyyymmddhhmmss）].xml 

様式 2_[特定事業所番号]_[特定事業所名]_[作成日時（yyyymmddhhmmss）].xml 

 

 

3.7.4 報告結果の保存 

次年度以降に前回報告結果との比較機能（3.7.2 参照）を利用できるようにするため、今

年度の報告結果を本ツール内に保存します。 

 

 

 

 

 

現在の入力内容を報告結果として保存のボタンを押すたびに、その時点で入力されてい

る報告内容が保存されます。報告結果は前回分（1 年分）のみを保存します。 

なお、本機能では報告結果のみを保存します。充塡･回収情報の詳細等、より詳細なデー

タを保存したい場合には、別途データのコピーをとってから本作業を行うことをお勧めし

ます。 

  

クリックして保存

します。 報告結果が保存されている場合

には、保存されている報告結果

の漏えい年度が表示されます。 
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3.8 事業所情報のエクスポートおよびインポート 

メインメニューシートで「事業所情報のエクスポート」ボタンをクリックするとファイル

をエクスポートすることができます。また「事業所情報のインポート」ボタンをクリックす

ると、エクスポートしたファイルをインポートすることができます。 

具体的には、入力担当者がエクスポートデータを報告書作成担当者に送付し、報告書作成

担当者がそれをインポートすることで集約する、といった使い方を想定します。 

 

 

 

 

 

事業所情報のエクスポートおよびインポート機能が対象とするシートは下表のとおりで

す。 

表 3-11 事業所情報のエクスポートおよびインポート機能の対象シート 

対象シート名 

事業所の登録・一覧 

充塡・回収情報の入力・取込 

特定事業所情報の入力・編集 

 

3.8.1 事業所情報のエクスポート 

「事業所情報のエクスポート」のボタンを押して、ファイルをエクスポートします。 

 

 

 

「事業所情報のエクスポート」ボタンを押したときに、エクスポートする情報のチェック

を行い、不備などがある場合には、エラー一覧シートにエラー内容が表示されますので、エ

ラーの内容を確認の上ツールに入力してある情報を修正してください。（エラー一覧につい

ては 3.9 を参照してください。）事業所情報のエクスポート時にチェックする内容は下表の

とおりです。 

なお、エクスポートするファイル内に 1 つでもエラーとなるデータがあった場合には、

そのファイル全体がエクスポートされませんが、エラーとなるデータが１つもない場合に

は、警告となるデータが含まれていてもファイルはエクスポートされます。エラーや警告が

ある場合には、エラー一覧シートへ自動で移動しますので、エラー一覧シートの内容を確認

してください。 

子データ 

入力担当者 

エクスポート

データ 

親データ 

報告書作成担当者 

インポート

データ 
ファイル授受 

ボタンをクリックすると、ファイル

の保存先を選択する画面が開きま

すので、保存先を指定してエクスポ

ートします。 
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表 3-12 事業所情報のエクスポート時のチェック 

チェックの種類 エラー種別 チェック内容 

未入力チェック エラー 事業所の登録・一覧シートの必須項目が未入力の場合

・事業所名 

・都道府県コード 

未入力チェック エラー 充塡・回収情報入力・取込シートの必須項目が未入力

の場合 

・事業所名 

・都道府県コード 

・フロン類の種類（冷媒番号） 

・GWP 

・充塡した量（kg） 

・回収した量（kg） 

・充塡・回収年月日 

対象期間チェッ

ク 

エラー エクスポートするデータの充塡・回収年月日がメイン

メニューに入力されている算定対象年度の期間内で

ない場合 

重複の可能性チ

ェック 

警告 ツールに事業所名、フロン類の種類（冷媒番号）、充塡

した量（kg）、回収した量（kg）、充塡・回収年月日が

全て一致する充塡・回収情報が登録されている場合 

 

 

3.8.2 事業所情報のインポート 

「事業所情報のインポート」のボタンを押して、ファイルをインポートします。 

 

 

 

「事業所情報のインポート」ボタンを押したときに、インポートする情報のチェックを行

い、不備などがある場合には、エラー一覧シートにエラー内容が表示されますので、エラー

の内容を確認の上ツールに入力してある情報を修正してください。（エラー一覧については

3.9 を参照してください。）事業所情報のインポート時にチェックする内容は下表のとおり

です。 

なお、インポートするファイル内に 1 つでもエラーとなるデータがあった場合には、そ

のファイル全体がインポートされませんが、エラーとなるデータが１つもない場合には、

警告となるデータが含まれていてもファイルはインポートされます。エラーや警告がある

場合には、エラー一覧シートへ自動で移動しますので、エラー一覧シートの内容を確認し

てください。 

ボタンをクリックすると、ファ

イルを選択する画面が開きま

すので、ファイルを選択してイ

ンポートします。 
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表 3-13 事業所情報のインポート時のチェック 

チェックの種類 エラー種別 チェック内容 

未入力チェック エラー 事業所の登録・一覧シートの必須項目が未入力の場合

・事業所名 

・都道府県コード 

未入力チェック エラー 充塡・回収情報入力・取込シートの必須項目が未入力

の場合 

・事業所名 

・都道府県コード 

・フロン類の種類（冷媒番号） 

・GWP 

・充塡した量（kg） 

・回収した量（kg） 

・充塡・回収年月日 

型チェック エラー 数値型や日付型の項目について、データ型が合ってい

ない場合 

対象期間チェッ

ク 

エラー インポートするデータの充塡・回収年月日がメインメ

ニューに入力されている算定対象年度の期間内でな

い場合 

重複チェック エラー 既にツールに登録されている充塡・回収情報の作成元

と csvNo.、取り込む CSV データの作成元と csvNo.

がいずれも一致する場合 

重複の可能性チ

ェック 

警告 既にツールに登録されている充塡・回収情報と、イン

ポートするデータの事業所名、フロン類の種類（冷媒

番号）、充塡した量（kg）、回収した量（kg）、充塡・

回収年月日が全て一致する場合 

 

事業所情報をインポートする際に、プログラム上では次の処理が実行されています。 

インポートファイルの事業所名と同じ事業所名が親データの事業所の登録・一覧シートに

登録されているかを確認し、同じ事業所名の登録がない場合には、自動で親データの事業所

の登録・一覧シートにインポートファイルの事業所情報を登録します。次に、充塡・回収情

報の入力・取込シートに充塡・回収情報を自動で登録します。 

 親データの事業所の登録・一覧シートにインポートファイルと同じ事業所名の登録があ

る場合には、事業所情報の登録は行わずに、充塡・回収情報の入力・取込シートに充塡・回

収情報を自動で登録します。 

 なお、インポートファイルに特定事業所の情報が含まれている場合には、特定事業所の情

報も自動で登録します。ただし、親データに特定事業所の情報が登録されている場合は、イ

ンポートファイルに特定事業所の情報が含まれていても、上書きは行わず、親データの特定

事業所の情報が優先されます。 
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事業所情報のインポートファイルのうち 

事業所の登録・一覧シート 

事業所の登録・一覧シート 

充塡・回収情報の入力・取込シート 

事業所の登録・一覧シートに同じ名称の事業所があるか 

ある ない 

事業所情報の登録は行

わずに、充塡・回収情

報の入力・取込シート

に充塡・回収情報が登

録されます。 

 

まず事業所の登録・一覧

シートに事業所名と都道

府県名が登録され、次に

充塡・回収情報の入力・

取込シートに充塡・回収

情報が登録されます。

事業所情報のインポートファイルのうち 

充塡・回収情報の入力・取込シート 

事業所情報のインポートファイルのうち 

特定事業所情報の入力・編集シート 

特定事業所情報の入力・編集シートに同じ名称の事業所が

あるか 

ある ない 

同じ事業所名の特定事業所情報が入力されている場合には、

インポートファイルの情報を取り込まない 

特定事業所情報の入力・編

集シートが追加されます。

特定事業所情報

の入力・編集シ

ート 
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3.9 エラー一覧の表示 

CSV ファイルの取り込み（3.4.2 参照）、報告書出力前チェック（3.7.1 参照）、報告書

の出力（３.７.3 参照）、事業所情報のエクスポートおよびインポート（3.8 参照）を行った

場合に、データのチェックを行い、不備などがあった場合にはエラー一覧シートにエラー内

容および警告内容を表示します。チェック結果はエラーと警告の 2 種類に分類されます。 

CSV ファイルの取り込みや事業所情報のエクスポートおよびインポートについては、エ

ラーの場合は対象データの取り込み（インポート）やエクスポートを行わず、警告の場合は

取り込み（インポート）やエクスポートを行います。 

取り込み（インポート）やエクスポートするファイル内に 1 つでもエラーとなるデータ

があった場合には、そのファイル全体が取り込まれませんが、エラーとなるデータが１つも

ない場合には、警告となるデータが含まれていてもファイルの取り込み（インポート）やエ

クスポートは行われます。エラーや警告がある場合には、エラー一覧シートへ自動で移動し

ますので、ファイルの取り込み（インポート）やエクスポートを行った場合にはエラー一覧

シートを確認してください。 

報告書出力前チェック、報告書の出力についても、エラーや警告がある場合にはエラー一

覧シートへ自動で移動します。エラーとなるデータがあった場合には報告書が出力されま

せんので、エラーが出ている箇所を修正してから改めて報告書の出力を行ってください。 

エラー一覧で表示する項目は下表のとおりです。 

 

表 3-14 エラー一覧シートの表示項目 

表示項目 表示する内容 

対象シート エラーチェックの対象としたシート名を表示する 

※CSV ファイルの取り込みのときは表示なし 

エラー種別 エラーや警告など、エラーの種別を表示する 

行番号 対象シートまたは CSV ファイルの行番号を表示する 

csvNo/ID 行番号に加えて対象のレコードを特定しやすくするための情報を

表示する（csvNo.が重複しているときはその csvNo.を表示し、

充塡・回収情報で ID が入力されているときは ID を表示する） 

CSV ファイルの取り込みの時は、csvNo.を表示し、事業所情報

のインポート・エクスポート機能で充塡・回収情報に係る場合に

は、ID を表示する 

エラーメッセージ エラーや警告の内容を表示する 

備考 データの重複エラーの場合に重複しているもう一方の行番号を表

示する 

 

 

 

 

エラーや警告がある場合は、一覧で表示します。 

エラー一覧は、エラーチェックを行う都度、表示しなおします。 
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4 よくある質問と回答（FAQ） 

4.1 入力について 

 

Q1：数値や文字列を入力しても、自動的に計算結果やプルダウンリストが表示されない。 

A1：マクロの設定が有効になっていないことが原因と考えられます。「1.4 本ツールをお使

いになる前に」をご参照いただき、マクロの設定を有効にしてから、再度お試しくだ

さい。 

 

Q２：行追加などのボタンをクリックしたところ、「マクロ＊＊＊を実行できません。この

ブックでマクロが使用できないか、またはすべてのマクロが無効になっている可能性

があります。」というメッセージが出てしまう。 

A２：マクロの設定が有効になっていないことが原因と考えられます。「1.4 本ツールをお

使いになる前に」をご参照いただき、マクロの設定を有効にしてから、再度お試しく

ださい。 

 

Q３：事業所の登録・一覧シートや充塡・回収情報の入力・取込シートで、行の「削除」を

クリックしても何も実行されず、行が削除されない。 

A３：マクロの設定が有効になっていないことが原因と考えられます。「1.4 本ツールをお

使いになる前に」をご参照いただき、マクロの設定を有効にしてから、再度お試しく

ださい。 

 

Q４：グレーのセルに入力ができない。 

A４：グレーとなっているセルは、自動的に計算結果などを表示するセルのため、入力等の

編集を行うことはできません。詳細は 2.6 をご確認ください。 

 

Q５：データが重複しているとの警告が出るが、その内容で正しい場合はどうしたらよいか。 

A５：エラー種別が「警告」となっている場合は、入力内容が正しいことを確認いただけれ

ば、そのまま進めていただくことが可能です。詳細は 3.4.2 をご確認ください。 

 

Q６：充塡・回収情報の入力・取込シートで、事業所名のプルダウンが出てこない。 

A６：事業所の情報を登録・編集または削除した場合に、「事業所情報登録」ボタンを押し

ていただいたかご確認ください。詳細は 3.4 をご確認ください。 
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4.2 報告書の出力について 

Q７：紙で提出する場合の報告書の出力で、印刷設定が崩れてしまう。 

A７：紙で提出する場合の出力シート（様式第 1、様式第 1 第 1 表、様式第 1 第 2 表、様

式第 1 別紙第１表、様式第 2）にはシートの保護を設定しておりませんので、ご利用

されているプリンタの印刷設定にあわせ、適宜行列の幅や改ページの設定を行ってく

ださい。 
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【参考】 算定・報告に用いる冷媒種類別 GWP 一覧（GWP 告示） 

表一 冷媒種類 GWP 

1 Ｒ－１１（トリクロロフルオロメタン） 4750

2 Ｒ－１２（ジクロロフロオロメタン） 10900

3 Ｒ－１３（クロロトリフルオロメタン） 14400

4 Ｒ－２２（クロロジフルオロメタン） 1810

5 Ｒ－２３（トリフルオロメタン） 14800

6 Ｒ－３２（ジフルオロメタン） 675

7 Ｒ－１１３（トリクロロトリフルオロエタン） 6130

8 Ｒ－１１４（ジクロロテトラフルオロエタン） 10000

9 Ｒ－１１５（クロロペンタフルオロエタン） 7370

10 Ｒ－１２３（ジクロロトリフルオロエタン） 77

11 Ｒ－１２４（クロロテトラフルオロエタン） 609

12 Ｒ－１２５（１・１・１・２・２－ペンタフルオロエタン） 3500

13 Ｒ－１３４ａ（１・１・１・２－テトラフルオロエタン） 1430

14 Ｒ－１４１ｂ（１・１—ジクロロ—１—フルオロエタン） 725

15 Ｒ－１４２ｂ（１－クロロ－１・１－ジフルオロエタン） 2310

16 Ｒ－１４３ａ（１・１・１－トリフルオロエタン） 4470

17 Ｒ－１５２ａ（１・１－ジフルオロエタン） 124

18 Ｒ－２２７ｅａ（１・１・１・２・３・３・３－ヘプタフルオロプロパン） 3220

19 Ｒ－２３６ｆａ（１・１・１・３・３・３－ヘキサフルオロプロパン） 9810

20 Ｒ－２４５ｆａ（１・１・１・３・３－ペンタフルオロプロパン） 1030

※その他フロン類：表一の中欄に掲げられていない物質についてはその他フロン類とし、係数は

零とみなす。1 

 

表二 冷媒種類（混合冷媒） GWP 

1 Ｒ－４０１Ａ 1180 

2 Ｒ－４０１Ｂ 1290 

3 Ｒ－４０１Ｃ 933 

4 Ｒ－４０２Ａ 2790 

5 Ｒ－４０２Ｂ 2420 

6 Ｒ－４０３Ａ 1360 

7 Ｒ－４０３Ｂ 1010 

8 Ｒ－４０４Ａ 3920 

9 Ｒ－４０６Ａ 1940 

10 Ｒ－４０７Ａ 2110 

11 Ｒ－４０７Ｂ 2800 

12 Ｒ－４０７Ｃ 1770 

13 Ｒ－４０７Ｄ 1630 

14 Ｒ－４０７Ｅ 1550 

15 Ｒ－４０７Ｆ 1820 

16 Ｒ－４０８Ａ 3150 

17 Ｒ－４０９Ａ 1580 

18 Ｒ－４０９Ｂ 1560 

19 Ｒ－４１０Ａ 2090 

                                                  
1 本ツール中では「その他フロン類」を「その他単一冷媒」として扱います。 
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表二 冷媒種類（混合冷媒） GWP 

20 Ｒ－４１０Ｂ 2230 

21 Ｒ－４１１Ａ 1600 

22 Ｒ－４１１Ｂ 1710 

23 Ｒ－４１２Ａ 1840 

24 Ｒ－４１３Ａ 1260 

25 Ｒ－４１４Ａ 1480 

26 Ｒ－４１４Ｂ 1360 

27 Ｒ－４１５Ａ 1510 

28 Ｒ－４１５Ｂ 546 

29 Ｒ－４１６Ａ 1080 

30 Ｒ－４１７Ａ 2350 

31 Ｒ－４１７Ｂ 3030 

32 Ｒ－４１８Ａ 1740 

33 Ｒ－４１９Ａ 2970 

34 Ｒ－４２０Ａ 1540 

35 Ｒ－４２１Ａ 2630 

36 Ｒ－４２１Ｂ 3190 

37 Ｒ－４２２Ａ 3140 

38 Ｒ－４２２Ｂ 2530 

39 Ｒ－４２２Ｃ 3080 

40 Ｒ－４２２Ｄ 2730 

41 Ｒ－４２３Ａ 2280 

42 Ｒ－４２４Ａ 2440 

43 Ｒ－４２５Ａ 1510 

44 Ｒ－４２６Ａ 1510 

45 Ｒ－４２７Ａ 2140 

46 Ｒ－４２８Ａ 3610 

47 Ｒ－４２９Ａ 12 

48 Ｒ－４３０Ａ 94 

49 Ｒ－４３１Ａ 36 

50 Ｒ－４３４Ａ 3250 

51 Ｒ－４３５Ａ 25 

52 Ｒ－４３７Ａ 1810 

53 Ｒ－４３８Ａ 2260 

54 Ｒ－４３９Ａ 1980 

55 Ｒ－４４０Ａ 144 

56 Ｒ－４４２Ａ 1890 

57 Ｒ－５００ 8080 

58 Ｒ－５０１ 4080 

59 Ｒ－５０２ 4660 

60 Ｒ－５０７Ａ 3990 

61 Ｒ－５０８Ａ 5770 

62 Ｒ－５０８Ｂ 6810 

63 Ｒ－５０９Ａ 796 

64 Ｒ－５１２Ａ 189 

※その他混合冷媒：混合冷媒中の表一の中欄に揚げる物質ごとに、国際標準化機構の規格五一四

九／一に定めのある混合冷媒については、同規格に基づく当該混合冷媒中の物質の混和の質

量の割合に、それ以外の混合冷媒については、当該混合冷媒中の物質の混和の質量の割合に、

当該物質に係る表一の右欄に掲げる係数を乗じて得られる値を算定し、当該物質ごとに算定

した値を合計して得た値（一未満の端数があるときは、その端数を四捨五入して得た値） 


